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ＨＰ・メールニュース<№３>
2011年８月３日
連日のご奮闘、ご苦労様です。
全国事務局員交流会も大きな成功を収め、現地・埼玉では商工交流会の受け入れ準備を開始しています。各分科会の打ち合せやレポートの要請もはじまっています。分科会で豊かな運動交流ができるように予稿集を作成します。どしどし報告レポートも提出していただきますようお願いします。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆コンテンツ☆
・「小江戸・川越のまち探訪」
・パネルＣ「ＴＰＰと中小業者」

◇移動分科会【小江戸・川越のまち探訪】
　川越市は、蔵造りの町並みで知られます。この蔵造りの町並みができるきっかけとなったのは、明治26年の大火です。焼け残った建物が蔵造りであったことに着目し、商人たちは競って蔵造り建築による店舗（店蔵）を建てました。川越商人たちは、伝統工法だけにこだわるわけでなく、レンガや大谷石、御影石などの新しい建築資材も柔軟に取り入れています。こうして「川越的蔵造り建物」による町並みが出来上がっていきました。
しかし、1960年代からその中心である一番街周辺の旧市街地が衰退し、歴史的な都市として大きな危機を迎えます。1980年代に、商店街活性化による町並み景観保存へ一番街の若手の商店主が立ち上がり、2002年には、建築やまちづくりの専門家などの協力も得てＮＰＯ法人「川越蔵の会」の設立に至ります。同会は、①歴史的資産の保存や観光化のみを優先させることなく、商業の活性化や住環境の質的向上といった地元住民の生活に目を向けながらまちづくりを進める②地元住民、研究者や専門家、個人的興味で参加している市役所職員等、多様な人たちが、対等の立場に立って市民主体のまちづくりを進める③川越の文化を守り育てることを重視する、などを目的に活動をすすめています。
近年では、年間６００万人が訪れるほどの賑わいを見せています。移動分科会では、ＮＰＯ法人川越蔵の会の野本吉憲事務局長が案内し、蔵のまちの魅力を案内するとともに、ＮＰＯの取り組みについても報告する予定です。なお、定員は45人先着順となっていますので早めにお申し込みください。
法人となった◇パネルＣ「ＴＰＰと中小業者」


ＴＰＰ参加は「開国でなく壊国だ」―政府は東大日本大震災で決定を見送っていますが、引き続き参加への執念を燃やしています。このパネルディスカッションでは、農業、医療、中小企業など各分野のパネリストの報告により、我が国の将来と地域経済にどのような影響をもたらすか明らかにします。

医療の分野では、市場原理が持ち込まれ、公的医療保険の範囲の縮小と自由診療の拡大が進み、診療報酬や薬価の値上げなどがすすむことが懸念されています。「高額な医療費を払える人しか必要な医療は受けられなくなる」恐れがあります。農業分野では、「日本の飼料穀物や小麦、大豆はすでに飽和状態。アメリカがねらうのはコメ。ＴＰＰに参加し完全に輸入を自由化した場合には、米生産は13％しか残らない。米生産は9割減という無農・亡食国家になる」と農民連は指摘し、世界の飢餓と地球温暖化にも拍車をかけると警告します。中小企業分野では、輸出大企業の東南アジアなどへの生産拠点移転がますます進み、産業の空洞化を促進させるばかりでなく、第一次産業と結びついた地域産業を一層衰退させることになります。宮城・石巻で水産加工会社を経営する千葉雅俊さんが被災業者の立場から思いを語ります。

「ＴＰＰ参加、一次産業の集約化や資本参入、消費税増税などを震災復興という機会をとらえて強行することなどは許せない」と強調する京都大学・岡田知弘教授がコーディネーターを務めます。
****************《参加申し込みについて》****************
１、日時・開催場所　
第１日：９月17日（土）　12：30～　〔会場：埼玉会館　他〕
【全体会】問題提起・特別報告　基調講演：吉田敬一（駒澤大学教授）
【パネルディスカッション】　15：00~18：00
　　　Ａ「だれのための復興か―東日本大震災ビジョンを問う」

　　　Ｂ「脱原発、自然エネルギーで地域の再生へ―中小業者の役割発揮を」

　　　Ｃ「ＴＰＰと中小業者」

【参加者交流会】18：30～（ワシントンホテル）　参加費：５千円

第２日：９月18日（日）　9：00~15：00

14分科会と移動分科会〔会場：埼玉会館　他〕

２、参加費　　２日間：10,000円、学生・院生3,000円
問合せ・参加申込は民商・全商連まで

参加申込用紙・リーフレットをお送りします。参加費を添えて8月25日（木）までに実行委員会に申し込んでください。
実行委員会事務局：全商連☎03-3987-4391（代）

宿泊希望は、勤労者レクリェーション協会へ☎03-3984-0401



【コーディネーター】岡田知弘さん（京都大学教授）


【パネリスト】　　　寺尾正之さん（全国保険医団体連合会）


千葉雅俊さん（ヤマトミ代表取締役）


農民運動全国連合会





第17回中小商工業全国交流・研究集会


住民・中小業者主体で持続可能な地域社会の構築を


－グローバル化新時代の課題－　











ＮＰＯ本部となっている長屋
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